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アゼルバイジャンの文化財
保護地区シェキ

サブヒ・アフメドフ
（Ph.D.、歴史学）

私のアゼルバイジャン

絵画のように美しい大カフカス山脈の南斜面に、アゼルバイジャン最古の町の1つ
であるシェキは位置している。
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この町は、その発生以来、シェキと
ヌハという2つの名称を持っていた。
「シェキ」という語は、古代にこの地
に暮らしていたチュルク系民族の名称
サカから来ている。時代が進むにつれ
て、アゼルバイジャン語の音韻上の法
則に従い、シャカ－シェケ－シャキ－
シェキと変容していった。この地にチ
ュルク系民族が長く暮らしていたこと
は、古代の墳丘（クルガン）が何百も
存在していることから分かる。墳丘の
考古学的研究は比較的最近始められる
こととなった。

さらに、古代の史料には「ナヒヤ」
という名称も挙げられている。研究者
が明らかにしたところによると、シェ
キとナヒヤはキシ川両岸にあった2つ
の古代集落であるということだ。ナヒ
ヤ、あるいはヌハが依然として集落の
ままであったのに対し、シェキは商業
路に近いこともあり急速に発展してい

った。しかし、1772年豪雨のためにキ
シ川が氾濫し、シェキは完全に廃墟と
なった。1846年7月15日付の新聞「カフ
カス」では次のように書かれた。「（
略）恐ろしい洪水の張本人であるキシ
川はシェキを廃墟に変えてしまい、す
べての建物を基礎に至るまで洗い流し
てしまった。（略）何千もの人がこの
恐ろしい洪水の犠牲となった。（略）
そうしてシェキの人々はこの川沿いの
東岸、つまり山麓の方へ移動した。ま
さにここに現在のヌハの町が形成され
たのである」。こうして洪水の後に住
民はヌハ村に移住することとなり、こ
れに応じて町はヌハと名乗るようにな
った。この名称は公式には1968年まで
残っていたが、この町は19世紀にはす
でに旧シェキとヌハそのものを取り込
むぐらいに大きく発展していた。

発掘作業により、集落としてのシェ
キの起源は2500年以上前であることが
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分かった。そのため、カフカス地方の
最古の集落の1つであるといえる。1世
紀にこの町はカフカス・アルバニア王
国の一部となった。この町の近くでア
ルバニア軍はポンペイウスが率いるロ
ーマ占領軍と戦うこととなった。アル
バニアのツァーリはキリスト教を受容
し、シェキの領土に多くの教会が建て
られることとなった。ツァーリたちは
まさにこの地から北方のカフカス山脈
の方へキリスト教を広めようと考えて
いたのだ。7～8世紀にかけてはアラブ
軍の行軍、後にはアラブ・ハザール戦
争により町は大きな被害を受けた。そ
して、9世紀以降はシャッダード王朝、
その後はエリデニズ王朝に含まれるこ
ととなった。モンゴル軍による侵略の
後、町は復興を始め、14世紀にはこの
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あたりは独立したシェキの領土となっ
た。アリンジャ要塞はエミル・チムル
軍に対して14年間抵抗を続けたが、シ
ェキはこの要塞の防衛軍を大いに援助
した。シェキの為政者セイード・アリ
（オルラト王朝）は、アリンジャ要塞

の壁際で亡くなった。この壁はアゼル
バイジャン民族のヒロイズムと不服従
のシンボルとなっている。1396年にチ
ムル王朝によりこの町は没落したが、
亡き為政者の息子セイード・アフメド
が町を復興させることができた。15世
紀以降、アゼルバイジャンのこの町
は、最上の絹の生産地として有名にな
った。カラ・ケシシュ・オグルィ王朝
時代（1444～1551年）、シェキは独立
を維持していたが、1551年になり、サ
ファヴィー王のタフマスブ1世がこの町
の占領に成功し、サファヴィー国の一
部としたのであった。

18世紀半ば、シェキではアフシャ
ール王朝のナディル王に対抗する暴動
が何度も勃発した。王が行った政策に
より経済が破綻したが、それに反抗し
ようとする試みはすべてひどい抵抗を
受けた。1743年、この地の領主である

私のアゼルバイジャン



www.irs-az.com 9

ガジ・チェレビ（1743～1755年）が
暴動を起こし、王への服従を拒否し
た。1744年、ナディル王は大軍を引き
連れてシェキを攻撃し、暴動を起こし
た人々が立てこもった「ギャリャルシ
ャン・ギョリャルシャン」要塞（「こ
ちらに来たら目にものを見せてやる」
要塞）を4か月間包囲した。ナディル
王の命令により、町は破壊され、耕作
地や菜園は壊滅した。しかし、こうい
ったことがあってもシェキ人の意志は
挫けなかった。ナディル王は要塞の包
囲を解いて、シェキを去らなければな
らなくなった。こうして独立した国シ
ェキ・ハーンが成立した。1772年の
洪水の後、町は再建され、要塞、宮
殿、回教寺院、市場、隊商宿が建設さ
れた。1805年にはロシア帝国の一部
となり、チェレビ王朝は威力を失っ
た。1819年、シェキ・ハーン国は解体
され、ヌハ郡が建設された。

ソビエト連邦時代、町は農業の一大
中心地となった。ここに絹生産会社、
縫製工場、タバコ工場、レンガ工場、
精肉コンビナート、食品コンビナー
ト、教育施設および文化施設が建てら
れた。

現在、シェキはアゼルバイジャンで
最も美しい町の1つである。社会基盤が
発達しており、国内の文化的ツーリズ
ムの中心地の1つとなっている。

アゼルバイジャン最古の町の１つで
あるシェキには、国の文化財保護地区
と呼ばれる根拠が十分にある。ここに
は古代、中世、18～19世紀の遺跡が数
多く残っている。この歴史深い町の上
部は「ユハルィ・バシュ」と呼ばれ、
国立文化財保護地区に指定されてい
る。ここには要塞、シェキ・ハーン宮

殿、一群の社会的・宗教的建築物があ
る。

シェキ要塞は、防衛用建築物として
は最も保存状態のよいものの1つであ
る。ここには長さ1.3km、高さ4～8mの
壁と2つの門扉、21基の塔がある。

シェキ・ハーン宮殿は世界的な歴史
文化遺産で、18世紀の宮殿建築の中で
はカフカス地方において最高の見本と
なるものの1つであり、東方イスラム世
界の珠玉の1つだと考えられている。こ
の宮殿は、建築家たちが特殊な耐震ベ
ルトを用いたため、大地震でさえ乗り
越えてきた。宮殿の正面にも建物内部
（面積300㎡）にも、狩猟と戦争をテー
マとした絵画と幾何学模様、植物の模
様が描かれている。中心部分に様々な
色のガラスのモザイクでできた巨大な
ステンドグラスの窓があり、ここに鏡
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のバルコニーがある。宮殿の窓は色の
ついたベネチアン・グラスの欠片を組
み合わせたものである。これはシェベ
ケという技術によるもので、釘や接着
剤を使わずにできている。ステンドグ
ラスの窓1㎡に3千～7千ピースのガラス
があるため、1つのステンドグラスを組
み立てるのに5～6か月はかかった。何
十人ものロシアやヨーロッパの旅行者
や調査員はこの宮殿を描写してきた。
ニコライ・ラエフスキー将軍は次のよ

うに書いている。「（略）この地方の
昔のハーンの宮殿はとても美しいのだ
が、そのことをバフチサライの宮殿が
ほんの少し伝えているだけだ」。1858
年にシェキを訪れた作家アレクサンド
ル・デュマ（父）は「ハーンの宮殿は
魅力的な建築物だ。この奇跡的なアラ
ベスク模様の建築物を表現できるのは
絵筆ぐらいだろう。（略）神がヌハの
魅力的な宮殿を無教養な乱暴者から守
らんことを」と記述した。何千もの旅
行者が宮殿を訪れ、この独特な建造物
の形や色彩に驚いている。

シェキは独自の貿易で知られ、多
くの隊商宿（イスファハン、タブリー
ズ、レズギン他）が存在していた。そ
のうち最大のものは、18世紀に建てら
れたヴェルフニ隊商宿とニジニ隊商宿
である。ヴェルフニ隊商宿には242部
屋、ニジニ隊商宿には300部屋あり、さ
らには倉庫、商店、家畜休憩所もあっ
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た。今日では、これらの隊商宿は改修
され、文化的イベントや様々な祭典が
行われる。また、ホテル「シェキ・キ
ャラバンサライ」がある。

町にはアルィクという灌漑設備（下
水排水用）およびセラミック管を敷い
た中世の排水設備があり、そのおかげ
でこの町は東方イスラムにおいて衛生
面で最も清潔な町の1つであると考えら
れていた。

シェキの近くのキシ村にはアルバニ
ア教会が残っている。これはキリスト
教の聖エリセイの名に関連付けて建設
された。この教会はアゼルバイジャン
とノルウェーの研究者により共同研究
がすすめられ、改修工事が行われた。
研究対象を分析した結果、礼拝用の建
物はおよそ紀元前3000年のものである
が、現存する建物はもっと後期のもの

であることが分かった。寺院の近くに
著名なノルウェー人探検家トール・ヘ
イエルダールの胸像が設置された。彼
はアゼルバイジャンの歴史的記念物の
改修に大きく貢献したのだ。

カラテペの山頂には中世の要塞ゲ
レルセン・ギョレルセンが残されてい
る。これは14～18世紀にかけて起こっ
た血の出来事の証人である。ハーンの
回教寺院、オマル・エフェンディ回教
寺院、ギレイリ・ミナレットはイスラ
ム建築の稀有な見本である。オルタ・
ゼイジット村にある塔と寺院、ババラ
トマ村にある霊廟、アイディン・ブラ
グ村にある塔、シェキ・ハーンの家、
中世の浴場といったものが、シェキの
歴史文化遺産として挙げられるがこれ
がすべてではない。

シェキには自然遺産もたくさんあ
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る。例えば、名所となっているものに
ハーンのプラタナスがある。これは樹
齢500年以上で、木の幹回りは11.5m、
高さ33～34mの2本の独特な木である。

町の区画には、古い歴史的な名前が
付けられている。例えば、アグヴァン
ラル（アグヴァン人）、ドゥルズチュ
ラル（陶芸家）、ザルガルラル（宝石
商）、ハルヴァチラル（菓子職人）と

いったものがあり、このような名称が
多いことから、手工業が多様であった
ことが分かる。こういった分野のいく
つかは現代でも営まれている。

手工業の中にはその発達段階で本
物の産業規模にまで発展したものがあ
る。それは、絹の生産と絹製品の加工
である。シェキはシルクロードの峠に
位置していたため、この峠に向かって
何世紀も続けて隊商がやって来てい
た。そして、ここから商人や旅行者が
驚くべき美しさの絹布と金の刺繍が施
されたスカーフを運び出していた。15
世紀以降有名になったシェキの絹は軽
く、ヴェールのように透明で、丈夫で
あったので、中国産の絹に負けず劣ら
ず大切にされた。地元の菜園で蚕が養
殖され、そこから何百もの工房で絹布
が作られた。ここではさらにこの絹
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布からベッドカバーやショール、女
性用の被り物「キャラガイ」が織られ
た。16世紀からシェキはカフカス地方
の絹産業の中心地となった。1829年、
シェキでは絹工場が建設されたが、こ
れがアゼルバイジャンで最初の工場で
ある。1861年、最初の絹糸紡績工場が
作られた。これは世界最大の工場の1つ
に数えられる。19世紀から20世紀初頭
にかけて、この町はフランスの絹産業
の中心地であるリヨンにならい、「カ
フカス地方のリヨン」と呼ばれるよう
にさえなった。

1931年以降、シェキでは絹糸紡績工
場が稼働している。ここでは今日、天
然染料を用いて絹の絨毯、ショール、
マフラーが織られている。

シェキの無形文化遺産もユニークで
ある。まず、アゼルバイジャン語のシ
ェキ方言である。さらに、ユーモアの
センスとシェキ人のアネクドートを話
す能力も挙げられる。シェキが、アネ
クドートで有名なブルガリアの都市ガ
ブロヴォと姉妹都市であるのは偶然で
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はない。シェキには夏舞台、冬舞台が
ある笑劇場が稼働している。そして、
シェキは料理でも有名である。「シェ
キのハルワ」、「シェキのピチ」（特
別な土鍋で作った肉と野菜の煮込み）
、「バルワ」、「シェキ風ギュルザ」
、「バミヤ」、「ペシヴェンク」、「

ギルマバダム」、「シェキのキュルチ
ャ」、「テル」、「シェキ風オヴマ」
といったものがシェキの名シェフの食
の傑作の実例である。これらの食の秘
密は現代に至るまで失われていない。
東洋の甘味は、代々受け継がれる伝統
的なレシピで焼かれる。これらの甘味
にまたとない味わいを加えているのは
クルミ、ヘイゼルナッツ、アーモン
ド、山草の蜂蜜である。シェキの菓子
職人は専ら男性である。

森に囲まれた山間部にあるシェキの
気候はとても温暖である。この地域の
周辺の山森のおかげで町が暑くなりす
ぎず、洪水からも守られ、さらには町
の景観が美しくなっている。動物も豊
富である。この驚くほど美しい山岳地
域は、深くて狭い谷間が気まぐれに入
り組んでいて、数多くの清流の源泉が
湧き出し、また、滝、ミネラルウォー
ターも豊富にある。生い茂った森と山
の牧草地に囲まれたこの地は太古の昔
から転地療養地としても有名である。

シェキは歴史文化ツアー以外に乗馬
ツアー（馬に乗って旅行すること）が
発達している。ここダシュズ村にはア
ゼルバイジャン文化観光省付属の共和
国立乗馬ツアーセンターがある。この
種のツアーは、教育上にも健康にも有
益で、シェキの奥地へ向かう7つ以上の
ルート（日帰りや2日コース）がある。
このツアーの間に旅行者は豊かな自然
と何世紀にも渡る歴史を持つ周辺地域
の名所を見ることができる。さらに、
「チョフガン」という馬術球戯（ポ
ロ）に参加することもできる。この球
戯は最近、ユネスコの無形文化遺産リ
ストに加えられることとなった。

ツアーのコースはシェキからカフ、
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ザカタラ、バラケンといったアゼルバ
イジャンの絵に描いたように美しい奥
地へと続いている。地元の住民と旅行
者の利便性のために2010年、シン川に
橋が架けられた。これはアゼルバイジ
ャンで最も長い橋である（長さ1300m、
幅13m）。

古代都市シェキは、自然の美を大切
にし、歴史を愛する、そして、この地
のまたとない特色を愛でてくれる人が
訪れるのを待っている。
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